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株式会社 MammyPro

特定非営利活動法人 札幌チャレンジド

社会福祉法人 はらから福祉会

特定非営利活動法人 ハートフル

特定非営利活動法人 イー・エルダー

特定非営利活動法人 フローレンス

社会福祉法人 フォーレスト八尾会

有限会社 ねば塾

一般社団法人 ピア

特定非営利活動法人 パンドラの会

特定非営利活動法人 愛伝舎

有限会社 キュアリンクケア

有限会社 ビッグイシュー日本

株式会社 チャイルドハート

特定非営利活動法人 日本タッチ・コミュニケーション協会

特定非営利活動法人 ジェイシーアイ・テレワーカーズ・ネットワーク

特定非営利活動法人 わははネット

株式会社 フラウ

Ⅱ　子育て支援・高齢者対策等の
地域住民が抱える課題に
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ママ達と企業のコラボ企画

ママナビトップ画面

■事業概要

■子育てママに有用な情報を提供し、ママと企業を繋ぐお手伝いをしたい

■「ママの声」と世の中の変化に合わせ、サービスを進化させる

■特徴・ポイント

団体名：株式会社 MammyPro
　　　　代表取締役　阿部　夕子
住　所：北海道札幌市
HPアドレス：http://www.mamanavi.tv

・子育て実体験に基づく商品開発・企画力

・「ママナビ」運営によるリアルタイムの「ママの声」の収集・確認

・世の中の変化に即応した商品開発・企画のスピード感

地域密着型の子育て情報サイト「ママナビ」を核として、SNSの運営、子育て雑誌の発

行、イベントの企画・立案、商品開発、マーケティング等、子育てに特化した事業を展開。

幼稚園や習い事の情報、不審者出没情報等、幅広いメニューの提供により、アクセスは毎

日1万件に及ぶ。

代表取締役の阿部さんが15年間勤務したパソコンスクールには無料の託児所が併設され

ていた。「パソコンの技術を身に付けて再就職したい」というお母さん方を支援したい。

自らも母親である阿部さんは思った。子育て中の専業主婦の孤立感も気になっていた。阿

部さんの場合、育児の悩みは主にインターネットで解

決した。ネットで質問を投稿するとリアルタイムで見

も知らないお母さん方が答えてくれる。しかし、当時、

子育てサイトは東京で運営されているものばかりだっ

た。「なぜ、北海道にはないのだろう？」。インターネ

ットで子育て情報を収集できて、自分はとても助かっ

た。子育てママに有用な情報を提供し、やる気も能力

もあるお母さんと企業を繋ぐ事業を立ち上げれば、た

くさんのお母さん達を支援することができる。阿部さ

んは確信した。

その後、パソコンスクールでは取締役として会社経営に携わっていたが、改めて創業塾

に通い、資金計画や事業計画のノウハウを身に付けた。平成18年7月、株式会社

MammyProを設立し、同年9月に子育て情報サイト「ママナビ」を開設した。

マミープロの事業の核は「ママナビ」。主な収入源は企業からの広告収入だ。しかし、

当時、北海道の企業には思っていたよりサイトへの公告が浸透しておらず、営業では苦戦

した。

転機は、新聞やTVが、自らも子育てをしながら子育てママを支援するために起業した

阿部さんに注目し、取り上げたことだ。「ママナビ」の必要性に共感する紹介者や記者が記事

にしてくれた。「ママナビ」や阿部さん自身の認知度が上がり、「ママナビ」開設後わずか半

年で月間30万ものアクセス数を獲得することができた。アクセス数の伸び、即ち、育児中の

お母さん方に求められていることを説得材料とした営業活動は徐々に軌道に乗っていった。

マミープロの強みはお母さん視点で商品開発ができる点である。現在、社員は9名。常

勤4名は全てお母さんスタッフである。「子供がいる主婦を雇う」ということには経営とし

てこだわった。お母さんスタッフの実体験が、「ママナビ」の企画に活かされるからだ。

子供がいる主婦を雇うリスクは当然あるが、スタッフ全員でカバーし合う体制にしている。

お母さんスタッフだからこそ、「ママナビのユーザーさんを大切にしたい」という思いは

切実なのだ。

スピード感も強みの一つ。世の中の状況やママたちのニーズに合わせて、サービスを進

化させなければならないからだ。例えば、子供たちの仕事体験イベント。新聞で「今の中

高生は将来に夢を持てなくなっている」という記事を読み、子供たちが将来に向かって「仕

事を体験できる場」を作りたいと考えた。札幌のショッピングモールに協力を仰いだ。モ

ール内のソフトクリーム屋さん、ペットショップ、写真館等で子供たちが実営業時間中に

お店の仕事を体験する。企画はマミープロだが、実際にイベントを運営するのはモールの

店舗の方々。自分達の思いだけで出来るイベントではない。協力してくれるショッピング

モールの売上に繋がる提案にすること、お母さん方のモールへの印象アップをアピールす

ることが重要だった。参加したお子さんのお母さん方にもボランティアで運営に参加して

もらい、大成功のうちに終了できた。

マミープロが現在進行形で最も力を入れているのは携帯サイトだ。2009年4月開設に向

けてサイトを構築中である。最も重要なコンテンツは「子供の安全」と阿部さんは言う。

幼稚園には通園バスや親の送迎があり、子供は守られているが、小学校にはそれがない。

札幌には不審者が多いが、警察から発信されるメルマガの不審者出没情報は3日前の情報

で、それでは子供の安全を大人が守っているとは言えない。教育機関等の情報をリアルタ

イムで配信できるシステムを構築中だが、一番難しいのは協力機関の発掘だ。現時点で協

力を得ている小学校は5校。それに警察や公共施設。情報ソースをもっともっと増やすた

め、阿部さんとスタッフは今日も走る。
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～「ママの声」を商品に。
　　　　SNS運営等を活用した子育て支援～



就業の光景

札幌チャレンジドの仕組み

■事業概要

■どのような団体をつくるのか徹底的に議論

■組織づくりにこだわる

■原点

■特徴・ポイント

■事業を仕掛ける

団体名：特定非営利活動法人 札幌チャレンジド
　　　　代表者　杉山　逸子
住　所：北海道札幌市
HPアドレス：http://www.s-challenged.jp/

・障害者のためのパソコン教室から就労支援まで一貫したサービスを提供し、就業率も高い

・企業や行政にアイデアを伝え実現を図るなどの能動的な姿勢が強い

・着実な組織づくり、守るべきルールの導入、仕組み化など一般事業会社と比べても組織

運営能力が高い

自立を目指す障害を持つ方に対し、パソコン技術の習得、社会参加支援、就労支援を行っ

ている。札幌市から受託している「障がい者ITサポートセンター」事業に加え、就労支

援事業所としての活動も近年開始している。

薬害エイズの被害者に対する支援を行っていたが、社会に出ていくことができない被害

者の現状を何とかしたいと考えていた。そのような時に、「パソコンで障害者も納税者に」

というメッセージ性あふれる書籍に出会い、その著者に連絡しその活動に触れた。

パソコンを使うことで指先一本動けば仕事ができることを知り、パソコンは障害者の社

会参加にあたって大きな武器になると思った。北海道にまだそのような団体が無いのであ

れば、自分たちで立ち上げようと決意した。

団体設立当初は、障害者のためのパソコン講習会を開催することから始めた。大学のパ

ソコン教室を借り、講師をお願いするなどして

講習会を開始した。

当初は任意団体であったが、NPO法人格を取

得するべきかどうか徹底した議論を行い、1年

後にNPO法人格を取得した。その結果、行政の

事業を受託できるようになり、核となる運営委

員がやりたいこと、やらなければならないと感

じる事業を次々に実現することで、活動の幅が

広がることとなった。

例えば、手足を動かすことができず呼吸器を

つけているため会話によるコミュニケーション

ができない人たちは、パソコンを使うことで生

活の質が高まる。そうした支援をしている団体

がないのであれば、自分たちが手をあげるしか

ないと思った。

パソコン講習を始めるにあたり、まずは講師のスキルを充実させ、その後、助成金を活

用してパソコンを揃えるなどハード面の充実を図ってきた。助成金を申請する際には、次

にやるべきこと、やりたいことを明確にし、そのために資金を得るという方針を持つよう

に注意している。

当初は公共の会場を借りるなどして講習会場を確保していたが、講習会の回数が増える

につれてこのような方法には限界を感じるようになっていた。常設の講習会場を持つこと

は、設立時からの悲願であったが、3年目にして活動に理解を示していただいた企業から

常設の会場を借りることとなった。ステップを踏み、組織の目指す方向を明らかにしなが

ら、基盤を強化している。

また、組織運営にも工夫をこらしてきた。一つは、「いいだしっぺ」の法則。言い出し

た人が始めるということが自然に原則となってきている。ただ「提案する」だけではなく、

最後まで責任をもって行動することが暗黙の了解となってきた。

さらに議論することを徹底してきた。耳を傾け、自分の意見を述べ、お互いを尊敬し、

自分とは違う考え方があることを理解する。その結果、議論をすることの楽しさ、大切さ

を皆が理解し、強い信頼関係が生まれた。

活動に問題があった際には、敏感に対応をしている。例え

ば、組織が大きくなるにつれて、コミュニケーションが不足

するなど組織内に綻びがでてきていた。こうしたことに気付

いた場合は危機感を持ち、対処をしている。ある時には、講

師間の繋がりが弱くなっていることが判明したため、講師会

議をつくり月に一回討議を行った。講師たちは会議に参加を

することで自分たちこそが運営の主体者であることを確認し

合うことができた。

組織の表面的な現象を敏感に察知するだけでなく、その背

後にある問題を把握し、根本部分での対処を図ることなども

特筆できる点であろう。

パソコン講習会から、行政の受託事業、就労支援に活動を拡大していった。

ひとつの例をあげれば、札幌という地理的な特性からコールセンターが多いことに着目

し、札幌市に働きかけを行い、委託事業を提案している。その結果、コールセンター、札

幌市、自社の三者間ネットワークを構築することにより、障害者の就労を実現している。

地域の特性や事業機会に着目し、具体的な提案を行政に行っている。また、業界の関係

者を巻き込み、ネットワーク化することで「仕組み」化を図っている点も特徴的である。

企業に対しては、連携やタイアップできる事業を模索し提案して実現している。また毎

月1500部の会報を発行するなどの積み重ねが認知度を向上させている。会報誌には、「チ

ャレンジする人」「ボランティアする人」などのコーナーがあり、寄稿をすることで親し

みを感じてもらえるような工夫をしている。

業績面としては、2006年に初の単年度赤字となったものの、2007年度には、就労支援事

業の拡大などを通じ、黒字化を達成している。
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～パソコンを通じ、障害者自立支援を行う～


